
平成２８年９月２６日（月）～平成２８年１０月２日（日）〔平成２８年第３９週〕の感染症発生状況

第３９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)ＲＳウイルス感染症 3)手足口病でした。

  感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．８６人と前週（３．３１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．４７人と前週（２．１９人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

手足口病の定点当たり患者報告数は２．１７人と前週（１．１４人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

1 回目  ２回目 ３回目

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所保健福祉センター
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０

B 型肝炎ワクチン ～１０月から小児への定期接種開始～

第３９週報告数第２位

第３９週報告数第１位

・・平平成成２２８８年年４４月月１１日日以以降降にに生生ままれれたた、、１１歳歳にに至至るるままででのの間間ににああるる川川崎崎市市民民ののおお子子ささんん

対対象象者者

B 型肝炎は、B 型肝炎ウイルスに感染している人の血液や体液を介して感
染することにより起こる病気です。特に乳幼児ではウイルスを排除できずに
持続感染（キャリア化）し、将来的に、肝硬変や肝がんなどの病気を引き起
こすことがあります。対象者の方は必ずワクチン接種を受けましょう。

接接種種ススケケジジュューールル

・1 回目から 27 日以上の間隔をおいて

2 回目を接種します。

・1 回目から 139 日以上の間隔をおいて

3 回目を接種します。

・・市市内内のの協協力力医医療療機機関関（（１１８８７７かか所所））※※平平成成２２８８年年９９月月１１２２日日現現在在

川川崎崎市市ホホーームムペペーージジににててごご確確認認いいたただだくくかか、、川川崎崎市市予予防防接接種種ココーールル

セセンンタターー（（電電話話００４４４４－－３３３３００－－６６９９４４００））ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

受受けけらられれるる医医療療機機関関

接接種種回回数数（（標標準準的的なな接接種種時時期期））

・・３３回回（（生生後後２２かか月月かからら生生後後９９かか月月にに至至るるままででのの間間））

費費用用

・・無無料料

平成２８年４月生まれのお子さんの場合

１回目の接種から３回目を

終えるまでには、およそ半年か

かります。特に、平成２８年４、

５月に生まれたお子さんは早

めの接種がお勧めです。

生後
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